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研究成果の概要（和文）：  生活科で具体的な活動・体験を通して学んでいる子どもが、主体的に問題解決でき
る学習過程と、教師の働きについて、授業実践を通して解明し、汎用的な理科の授業モデルを提案することを目
的に実践研究を重ねた。
  その結果、具体的操作が可能な教材では、これまでの理科の学び方、すなわち『問題』→『予想』→『実験・
観察』→『考察』→『まとめ』のうち、「思考中心の『予想』」を、「具体的操作を通しての『見当』」とする
ことで、子どもの意識に沿った主体的・創造的な学習を保障できることが確認できた。教師の働きは、①ねらい
に直結した単元構想と、②未知の自然に挑む子どもを研究者として捉え支援することの2点にある。

研究成果の概要（英文）：We have conducted a series of practical studies to elucidate, through 
classroom practice, the learning process that enables children who are learning through concrete 
activities and experiences in life science to solve problems independently and the work of the 
teacher, and to propose a general-purpose science class model. As a result, it was confirmed that 
with teaching materials that can be manipulated concretely, independent and creative learning can be
 guaranteed by replacing the “thinking-centered ‘prediction’” of the conventional science 
learning method of “problem,” “prediction,” “experiment/observation,” “discussion,” and “
summary,” with “finding through concrete manipulation. The teacher's function is two-fold: (1) to 
formulate a unit directly linked to the objectives, and (2) to support the children as researchers 
as they take on the challenge of an unknown nature.

研究分野：理科教育法・生活科教育法

キーワード： 問題解決　主体的な学び　自由な試行活動　モデル化　主体的な学び　生活科の育ち　見当　帰納法・
演繹法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　小学校の理科室へ行くと、理科の学び方の『型』を示す掲示が多く見られるように、理科の学び型は、第2次
世界大戦以降、『問題』→『予想』→『実験・観察』→『考察』→『まとめ』が一般的な学び型として定着して
いる。しかし、30年以上前に活動・体験を重視する生活科が誕生したが、生活科における育ちを踏まえることな
く、理科の基本的な学び方はそれ以前と変わっていないのである。　　
  そこで、生活科の学びを生かした、小学校理科の学び型の『型』をモデルとして示すことが、主体的な子ども
の理科学習を展開するうえで重要だと考え、本研究を行った。本研究は、理科学習を指導する教員にとって、社
会的に大きな意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

 

小学校の理科室へ行くと、理科の学び方の

『型』を示す掲示が多く見られる(写真１，

２)。活動・体験を重視する生活科が誕生し 

(写真 1黒板上の壁面)       て 30 年以上になるが、生活科における育ちを

踏まえることなく、理科の基本的な学び方はそれ以前と変わらない。つまり、生活科で具体的な

活動・体験を通して願いを達成してきている子どもたちに対して、理科の学び方の『型』を理科

室に掲示しているのである。   

ここで注目したいことは、その『型』の中で、『予想』する活動が理科

の学び方の一つとして位置を占めていることにある。はたして思考中心の

『予想』は、理科を初めて学ぶ子どもに適した学習活動といえるだろうか。

生活科の学びを生かし、自分の問題に対して、具体的な操作を通して主体

的に対象に働きかけ『見当をつける』ことこそ、子どもの発達段階に即し

た重視すべき活動ではないだろうか。  

 

２．研究の目的 

生活科での学びを生かしながら子どもが主体的に問題解決できる学習過程と、教師の働きを、

授業実践を通して解明し、汎用的な理科の授業モデルを提案することを研究の目的とする。 

(1) 汎用的に使用できる小学校理科学習モデルと教師の働きについて提案する。 

(2) 提案する学習モデルの妥当性と可能性についての多様な視点から考察する。 

(3) 提案する学習過程が一般化するための意識調査を、共同研究を行った学校の全ての教師に

行い、妥当性と可能性を検討する。 

 

３．研究の方法 

筆者が提案する学習モデルを、理科研究サークルや研究指定校での実践を通して子どもの反

応から検証し、理科の授業モデルを修正していく手法で、６年間にわたり研究を深める。まず

は、物質・エネルギー分野から､その後、生命・地球分野と内容を広げる。 

各サークルや学校では、共通理解を図りながら、いずれでも以下の手順で実践研究に取り組む。 

(1) 現状の理科学習過程の問題点と、この研究の価値、提案するモデルについて共通理解を図

る。 

(2) 実践単元の単元構想の段階から、実践者と共に共同で単元づくりを行う。 

(3) 鍵となる複数場面で授業観察を行い、ビデオによる観察記録、ノート分析、必要によって

は、インタビュー(子ども、参観者など)を行い、事実を積み上げる。 

(4) 授業後・単元終了後の整理会に参加し、教師の働きやモデルの修正について検討する。 
 6 年間で、6つの研究校と 2つの研究サークルとのべ 29 単元について共同研究を行った。 

 

４．研究成果（松本謙一 2025(1)） 

(1) 提案する小学校理科学習モデル 

図１に提案するモデルを示す。このモデルでは、これまでの思考中心の『予想する』活動で

はなく、子どもが直接事物・現象に具体的な操作を行う『見当をつける』活動を取り入れてい

るところが特徴的である。図１から、単元を貫く課題を設定する段階は、単元によらず共通で

あるが、問題解決のプロセスは、再現可能な対象と再現できないもので少々異なる（図１ 左

右に表示）。図２に一般的な理科の学習過程と提案する理科の学習過程の比較を示す。 

今回の提案に対する教師の意識を調査するため、学校研究として 2 年間共同研究を継続した 4

校の教師に、2年目の 3月に意識調査を行った。 

(2) 共同研究者（教師）への意識調査の結果と考察 

(写真 2 理科室の掲示物) 



 質問は、4 択で回答を求め、いずれの回答にも理由の記述を求めた。研究対象は、速星小 31

名、ひばり野小 10 名、湖南小 11 名、牧野小 21 名の計 73 名の教師であり、回答率はそれぞれ

100 パーセントとなった。図 3に、質問紙と結果を示す。 

 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 結論 

 生活科での学びを携えた子どもにとって、具体的操作が可能な教材においては、問題に対し

て自由に教材に働きかけながら『見当をつける』活動は、子どもの意識の流れからも妥当であ

り、確証を得るための実験・観察(検証)に向けて子どもの意思・判断で主体的に取り組むこと

につながる。 

 全ての授業者が用いられる小学校理科の授業モデルの基本形を、「①問題」→ 「②見当」 

→ 「➂検証（実験・観察）」 → 「④考察・まとめ」 とすることを提案する。 

一つの問題解決の過程に、②見当をつけるための活動(科学者の予備実験)と、③検証するた

めの活動(科学者の本実験)の 2つをペアで位置付けることが欠かせない。 

「②見当」は、具体的操作を通して行うことを基本とし、具体的操作ができないとき、はじめ

て思考による予想が意味をもつ。 

 なお、教師は、単元のねらいに直結した単元構想を行うとともに、実践段階では、未知の自

然に挑む子どもを一人の研究者として捉え、支援する構えが必要となる。 

(4)残された問題 

・ 学習モデルの効果測定を行うための実験的研究を進める必要がある。 

・ 汎用化に当たっては、教材開発と教師の意識改革を促すプロセスを解明する必要がある。

また、中学校等での応用の可能性についても検討することがのぞまれる。 

・ 今回の提案は、授業実践を通してのモデル化に重きを置き、仮説演繹法やアブダクション

をはじめ、様々な研究との関連についての討論がなされていない。今後、それらについて

明確にする必要がある。 
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